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■島蝿スケッチ

鹿児島大学人文社会科学研究科名瀬サテライト教室開設

人文社会科学研究科サテライト実施委員会委員長

萩野誠（鹿児島大学法文学部）

経済社会システム専攻は、社会人入学に

積極的であり、このような構想を議論で

きる素地があったといえよう。これは、

多極分散型の教育サービス拠点をニーズ

のあるところに設置するというものであ

り、従来の鹿児島大学の教育の理念を大

きく変化させたものである。

先月１１月２７日（木）に名瀬市役所に

おいて、鹿児島大学人文社会科学研究科

名瀬サテライト教室開設の覚書が調印さ

れた。国立大がとりくむ島唄地区でのサ

テライトの第一号としてマスコミ等で注

目されることになったが、本構想は１年

をかけた準備をへて実現したものである。

この経緯を紹介することで、今後の島喚

地区の高等教育の参考になればと思って

いる。

○串木野サテライト教室の設置

平成１４年より経済社会システム専攻

は､串木野サテライト教室を開設した(表

１参照)。串木野サテライト教室の特徴は、

プロジェクト型教育をおこなうというも

のであった。これは人文社会科学研究科

博士後期課程の教育の特徴として引き継

がれているが、年間のプロジェクトテー

マをもとに、前期・後期各二つの授業を

おこなうという形式である。

この方式は、受講生を絞り、教育研究

の効果を高めることができるという利点

がある反面、対象となる受講生が限られ

るという問題が発生する。串木野サテラ

イト教室が２年間という限定で開講され

たのは、このためである。

また、串木野サテライト教室を開講す

るのは、経済社会システム専攻に限られ

る。そのために、プロジェクトも経済・

社会分野に限られるという設置時からの

問題も発生している。

その後、サテライト教室を川内市に移

○サテライト教育と地方大学

サテライト教室については、従来地方

大学が都市部に設置し、社会人の利便』性

を考えてきた。しかし、鹿児島大学人文

社会科学研究科のサテライト教室は、全

く別の構想によって準備されている。つ

まり、地方大学の存立根拠をどこにおく

かという議論から出発している。

従来、地方国立大学は中央へ人材を供

給する拠点として存立してきた。ところ

が、文科系大学院教育については完全に

地元志向の人材を提供してきた。ここに

大卒者の不足・入学定員の確保が不安定

であるといった問題が発生してくる。地

元に大学院卒業生を提供するといった構

造でないことが原因である。

そこで、地方大学大学院は、都市部（鹿

児島市）に頼っていてはいけないという

議論が経済社会システム専攻でなされた。
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転することも考えられたが、串木野方式

の限界が表面化し、川内市への移転は困

難となった。

画し、現在までに４講座が開講されてい

る。経済系が３講座、人文系が３講座と

いうことで、３つの専攻にわたる講座と

なっている。この公開講座では、大学院

サテライト教室開講を睨んで、特殊な開

講方式をとることになった。サテライト

教室を離島で設置するときに、教員は毎

週通勤することは不可能である。そこで、

集中講義と同じ形式で開講することにし

た。つまり月曜から金曜まで夜間連続し

て開講するという形式である。表２のよ

うに、串木野方式とは異なる形式を考え

て、それを公開講座で実施したわけであ

る。

また、受講生の関心はどこにあるのか

という点も皆目わからない状況であるの

で、公開講座で募集状況を確認するとい

○名瀬サテライト教室への準備

サテライト教室については、串木野で

の開講と同時に他の地域についてのニー

ズ調査をおこなっている。このときにヒ

アリングに訪問した名瀬市において、サ

テライト教室の可能`性について打診をう

けた。サテライト担当者からは、当初、

ＪＲ移動が可能な地域を念頭において準

備していたために、実現可能』性を危ぶむ

声もきかれた。そこで、平成１５年度に公

開講座を大学院で開き、実現可能｜性を調

査するということが代替案として提案さ

れ、名瀬市の協力を仰ぐことになった。

名瀬市の公開講座は、年間６講座を企 うことをおこなったわけである。

表１名瀬サテライト教室までの経緯
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平成１３年１２月 博士課程設置にむけて川内市と交渉
平成１４年１月 ﾉI|内市から串木野市に設置先変更

平成１４年４月 串木野サテライト教室開講（経済社会システム専攻）

プロジェクト：地域振興前期山田、後期萩野

平成１４年１２月 学長裁量経費による調査（名瀬市ヒアリングおよび市長
表敬）

山田・萩野・朴・浦崎（会計）
平成１５年２月 サテライト教室にむけての公開講座申請

(６講座：名瀬市）開講形式の実験

人文石田・高津・木部

経済山田・朴・萩野
平成１５年３月 サテライト教室のニーズ調査報告書

平成１５年４月 串木野サテライト教室開講

プロジェクト：市町村合併前期：山田、後期：内藤
平成１５年５月 公開講座開講式（名瀬市）

辰村・山田・萩野・石田

平成１５年６月 次期開講予定地（)||内市）を経済システム専攻断念
平成１５年７月 名瀬市長の法文学部訪問およびサテライト教室開講要請

サテライト教室検討委員会により検討にはいる
平成１５年９月 サテライト教室検討委員会の答申

平成１５年１０月 人文社会科学研究科委員会で名瀬サテライト教室の開講
承認

サテライト教室実施委員会設置
平成１５年１１月 サテライト教室の現地説明会

名瀬市との覚書調印
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ことを強調したい。

また、名瀬サテライト教室のもう一つ

の特徴は、開講科目にある。串木野方式

ではプロジェクト方式であったが、名瀬

方式では既存開講科目を名瀬市で再度開

講することにしている。これは、名瀬市

側が考えている離島で修士号を取得した

いという条件を考慮したうえの措置であ

る。プロジェクト方式の場合、各専攻で

は必修科目とすることはできない。やは

り修士論文の指導を考えると、既存科目

を修得する方が望ましいということにな

る。そこで、既設科目を開講することに

なった。

公開講座の途中経過をみるなかで、名

瀬という離島で開講することが可能では

ないかという結論に達した。それは現行

の諸規則のなかで可能なかぎり離島向け

に施行をおこなうというものである。

○名瀬サテライト教室の特徴

名瀬サテライト教室でもっとも特徴的

であるのは、受講生のニーズと大学側が

提供する講義とのマッチング作業である。

大学で開講するかぎり、科目等履修生に

ついては、そのようなマッチングをする

ことは必要ない。しかし、離島で開講す

る場合、教官派遣のための経費が莫大な

ものとなり、費用対効果という点を克服

することができないからである。マッチ

ング作業は、①現地説明会をおこなう、

②アンケート調査で開講希望講義を調査

する､③開講予定科目をアナウンスする、

④予定科目に対して科目等履修生を募集

する、⑤科目等履修生の受け入れが決定

された時点で開講科目を決定する、とい

う手順をとることにした。このようなマ

ッチング作業は、離島でサテライト教室

を開講するためには不可欠な作業である

○名瀬サテライト教室の実施にむけて

名瀬サテライト教室は､平成１６年度か

らの開講となったが、まだ開講へむけて

の準備中である。はたしていくつの開講

ができるのか現時点では未定である。名

瀬市が望むように、長期の開講をおこな

うためには、大学側のサービスの向上と

ともに、受講者の掘り起こしが必要であ

る。関係者の熱意が長期化することがま

ず必要であろう。

表２串木野方式と名瀬方式
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串木野方式
名瀬方式

(名瀬市からの希望も含む）

学生（社会人）
科目等履修生

正課生

科目等履修生

正課生

教室 中央公民館 金久公民館

開講期間 ２年間 長期希望（名瀬市）

開講科目
専攻からプロジェクト提案

総合講義形式

受講生のニーズにあわせる

既存開講科目

開講方式
週１回１８:００－２１:00 ①月曜から土曜

②金土日集中型

単位 半期に４単位 各科目２単位

講師旅費 ＪＲ・日当 航空運賃・宿泊費・日当
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しかし、名瀬方式の開講には将来的に

解決しなければならない問題も指摘され

ている。第一に、科目等履修生が単位を

積み重ねたときに修士号をどのようにし

て授与するかという問題である。これは

学位授与機構や放送大学という鹿児島大

学以外の教育機関に申請するという方法

がある。しかし、大学院教育は少人数教

育をもとにした論文指導が基本にある。

これを鹿児島大学は維持しなくてはなら

ないし、地方大学でなくては提供できな

いサービスでもある。大学院の修学年限

の短縮化を本格的に導入することを考慮

にいれなければならないだろう。

第二に、放送大学で履修した科目の認

定をおこなうという作業も早急におこな

わなければならないだろう。すでに学部

レベルでは放送大学の単位について認定

をおこなっている例もある。これを大学

院まで導入することが可能かどうかを検

討しなければならない。幸い鹿児島大学

の教官の一部は放送大学大学院で講義を

担当している。この特定の教官の放送大

学大学院の単位については、既設科目と

互換することは難しくないと思われる。

第三に、すでに秋に実施された大学院

入試において名瀬市在住の受験生が合格

をしている。科目等履修生ではなく、大

学院生が名瀬サテライト教室を活用する

わけである。来年度から名瀬サテライト

教室を利用することを前提としているが、

依然として本学で受講しなければならな

い科目も制度として存在している。制度

整備を大学院教育の拡充となるようにお

こなうことが必要だろう。

このように、名瀬サテライト教室につ

いては、さまざまな制度整備が将来的に

望まれるところである。しかし、串木野

サテライト教室開設時の地方大学の教育

理念にたちもどり、地方に教育研究サー

ビスを提供することを柱にすえるならば、

克服しなければならない課題である。同

時に､名瀬サテライト教室が可能ならば、

大隈半島・宮崎県など広範囲なサテライ

ト展開が可能であり、地元ニーズに確実

に応える大学へと脱皮ができるはずであ

る。

図２サテライト調印式（名瀬市）

図１金久公民館（サテライト教室予定）
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